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市第 106 号議案 

   横浜市国民健康保険条例の一部改正 

 横浜市国民健康保険条例の一部を改正する条例を次のように定め 

る。 

   令和６年２月９日提出 

                 横浜市長 山 中 竹 春 

横浜市条例（番号） 

   横浜市国民健康保険条例の一部を改正する条例 

横浜市国民健康保険条例（昭和35年12月横浜市条例第35号）の一

部を次のように改正する。 

 付則第２項から第17項までを削る。 

 付則第18項中「付則第６項及び前項の規定により読み替えて適用

される」及び「付則第13項の規定により読み替えて適用される」を

削り、「、第16条の９、付則第７項並びに付則第14項」を「及び第

16条の９」に改め、同項を付則第２項とする。 

 付則第19項中「付則第９項の規定により読み替えて適用される」

及び「付則第16項の規定により読み替えて適用される」を削り、同

項を付則第３項とする。 

 付則第20項を付則第４項とする。 

 付則第21項の見出し中「平成30年度から平成35年度までの各年度

における」を削り、同項中「平成30年度から平成35年度までの各年

度における」を「当分の間、」に、「付則第３項の規定により読み

替えて適用される第13条及び付則第10項の規定により読み替えて適

用される」を「第13条及び」に、「付則第３項の規定により読み替

えて適用される第13条各号列記以外の部分中「付則第３項」及び「 
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同項」とあるのは「付則第21項の規定により読み替えられた、付則

第３項」と、同項の規定により読み替えて適用される同条第１号イ 

」を「第13条第１号イ」に、「附則第22条の規定により読み替えら

れた法第69条」を「附則第７条の規定により読み替えられた法第69

条」に改め、「同項の規定により読み替えて適用される同号エ中「 

後期高齢者支援金等及び」とあるのは「後期高齢者支援金等及び病

床転換支援金等並びに」と、同項の規定により読み替えて適用され

る」を削り、「同項の規定により読み替えて適用される同号イ中「 

第70条第 1 項」とあるのは「附則第22条の規定により読み替えられ

た法第70条第 1 項」と、付則第10項の規定により読み替えて適用さ

れる第16条の２各号列記以外の部分中「付則第10項」とあるのは「 

付則第21項の規定により読み替えられた、付則第10項」と、同項の

規定により読み替えて適用される同条第１号」を「第16条の２第１

号」に改め、同項を付則第５項とする。 

 付則第22項を付則第６項とする。 

附 則 

 この条例は、令和６年４月１日から施行する。 

 

  提 案 理 由 

 国民健康保険法の一部改正により退職被保険者等に関する規定を

廃止する等のため、横浜市国民健康保険条例の一部を改正したいの

で提案する。 
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参  考  

   横 浜 市 国 民 健 康 保 険 条 例 （ 抜 粋 ）  

                     上 段  改 正 案 
                   （下 段  現  行）  

  付  則 

  （ 第 １ 項 省 略 ） 

                    
（ 退 職 被 保 険 者 の 被 扶 養 者 の 経 過 措 置 ） 

                               
２  当 分 の 間 、 法 附 則 第 ６ 条 第 ２ 項 各 号 に 規 定 す る 主 と し て そ の 者 

                                
に よ り 生 計 を 維 持 す る 被 扶 養 者 は 、 次 の い ず れ か に 該 当 す る 者 と 

     
す る 。 

                                
(1)  被 扶 養 者 の 年 間 の 収 入 が 1,300,000 円 未 満 （ 被 扶 養 者 が 60 歳 以 

                                  
上 の 者 又 は 障 害 厚 生 年 金 の 受 給 要 件 に 該 当 す る 程 度 の 障 害 者 に 

                                
あ っ て は 、 1,800,000 円 未 満 ） で あ っ て 、 か つ 、 当 該 被 扶 養 者 に      

                               
係 る 法 附 則 第 ６ 条 第 １ 項 本 文 に 規 定 す る 退 職 被 保 険 者 の 年 間 の 

               
収 入 の ２ 分 の １ 未 満 で あ る 者 

                  
(2)  前 号 に 準 ず る と 市 長 が 認 め る 者 

             
（ 基 礎 賦 課 総 額 の 特 例 ） 

                                
３  当 分 の 間 、 第 13 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 条 中 「 基 礎 賦 課 

                               
額 （ 」 と あ る の は 「 一 般 被 保 険 者 （ 法 附 則 第 ７ 条 第 １ 項 に 規 定 す 

                               
る 退 職 被 保 険 者 等 （ 以 下 「 退 職 被 保 険 者 等 」 と い う 。） 以 外 の 被 

                               
保 険 者 を い う 。 以 下 同 じ 。） に 係 る 基 礎 賦 課 額 （ 」 と 、 「 第 １ 号 

                               
」 と あ る の は 「 付 則 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 第 １ 号 」 

                               
と 、 「 第 ２ 号 」 と あ る の は 「 同 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 第 

                               
２ 号 」 と 、 同 条 第 １ 号 ア 中 「 療 養 の 」 と あ る の は 「 一 般 被 保 険 者 

                               
に 係 る 療 養 の 」 と 、 同 号 イ 中 「 神 奈 川 県 」 と あ る の は 「 神 奈 川 県 

                               
が 行 う 国 民 健 康 保 険 の 一 般 被 保 険 者 に 係 る も の に 限 り 、 神 奈 川 県 
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」 と 、 同 号 エ 中 「 次 号 ウ 」 と あ る の は 「 付 則 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 

                               
読 み 替 え ら れ た 次 号 ウ 」 と 、 「 額 」 と あ る の は 「 額 （ 退 職 被 保 険 

                               
者 等 に 係 る 療 養 の 給 付 に 要 す る 費 用 の 額 か ら 当 該 給 付 に 係 る 一 部 

                               
負 担 金 に 相 当 す る 額 を 控 除 し た 額 並 び に 入 院 時 食 事 療 養 費 、 入 院 

                               
時 生 活 療 養 費 、 保 険 外 併 用 療 養 費 、 療 養 費 、 訪 問 看 護 療 養 費 、 特      

                               
別 療 養 費 、 移 送 費 、 高 額 療 養 費 及 び 高 額 介 護 合 算 療 養 費 の 支 給 に 

                               
要 す る 費 用 の 額 並 び に 神 奈 川 県 が 行 う 国 民 健 康 保 険 の 一 般 被 保 険 

                               
者 に 係 る 国 民 健 康 保 険 事 業 費 納 付 金 の 納 付 に 要 す る 費 用 （ 神 奈 川 

                               
県 の 国 民 健 康 保 険 に 関 す る 特 別 会 計 に お い て 負 担 す る 後 期 高 齢 者 

                               
支 援 金 等 及 び 介 護 納 付 金 の 納 付 に 要 す る 費 用 に 充 て る 部 分 に 限 る 

                               
。） 及 び 退 職 被 保 険 者 等 に 係 る 国 民 健 康 保 険 事 業 費 納 付 金 の 納 付 

                               
に 要 す る 費 用 の 額 を 除 く 。）」 と 、 同 条 第 ２ 号 イ 中 「 法 第 75 条 の 

                               
２ 第 １ 項 の 国 民 健 康 保 険 保 険 給 付 費 等 交 付 金 」 と あ る の は 「 国 民 

                               
健 康 保 険 保 険 給 付 費 等 交 付 金 （ 法 第 75 条 の ２ 第 １ 項 の 国 民 健 康 保 

                               
険 保 険 給 付 費 等 交 付 金 を い う 。 以 下 同 じ 。） （ 退 職 被 保 険 者 等 の 

                               
療 養 の 給 付 等 に 要 す る 費 用 （ 法 第 70 条 第 １ 項 に 規 定 す る 療 養 の 給 

                               
付 等 に 要 す る 費 用 を い う 。 以 下 同 じ 。） に 係 る も の を 除 く 。 ) 」 

                               
と 、 同 号 ウ 中 「 第 72 条 の ３ 第 １ 項 、 法 第 72 条 の ３ の ２ 第 １ 項 及 び 

                               
法 第 72 条 の ３ の ３ 第 1 項 」 と あ る の は 「 附 則 第 ９ 条 第 １ 項 の 規 定 

                               
に よ り 読 み 替 え ら れ た 法 第 72 条 の ３ 第 １ 項 、 法 第 72 条 の ３ の ２ 第 

                               
１ 項 及 び 法 第 72 条 の ３ の ３ 第 1 項 」 と 、 「 繰 入 金 」 と あ る の は 「 

                               
繰 入 金 及 び 国 民 健 康 保 険 保 険 給 付 費 等 交 付 金 （ 退 職 被 保 険 者 等 の 

                                  
療 養 の 給 付 等 に 要 す る 費 用 に 係 る も の に 限 る 。）」 と す る 。 

            
（ 基 礎 賦 課 額 の 特 例 ） 

                               
４  当 分 の 間 、 第 14 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 条 第 １ 項 中 「 基 
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礎 賦 課 額 」 と あ る の は 「 一 般 被 保 険 者 に 係 る 基 礎 賦 課 額 」 と 、 「 

                               
被 保 険 者 に 」 と あ る の は 「 一 般 被 保 険 者 に 」 と 、 同 条 第 ２ 項 中 「 

                               
前 項 」 及 び 「 同 項 」 と あ る の は 「 付 則 第 ４ 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 

                               
え ら れ た 前 項 又 は 付 則 第 ５ 項 」 と 、 「 基 礎 賦 課 額 」 と あ る の は 「 

                                
基 礎 賦 課 額 （ 一 般 被 保 険 者 と 退 職 被 保 険 者 等 が 同 一 の 世 帯 に 属 す 

                               
る 場 合 に は 、 付 則 第 ４ 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 前 項 の 基 礎 

                               
賦 課 額 と 付 則 第 ５ 項 の 基 礎 賦 課 額 と の 合 算 額 と す る 。 付 則 第 ４ 項 

                               
の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 次 項 に お い て 同 じ 。）」 と 、 同 条 第 

                               
３ 項 中 「 第 １ 項 」 と あ る の は 「 付 則 第 ４ 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え 

                               
ら れ た 第 １ 項 又 は 付 則 第 ５ 項 」 と 、 「 第 29 条 の ７ 第 ２ 項 第 ９ 号 」 

                               
と あ る の は 「 附 則 第 ４ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 同 令 

                               
第 29 条 の ７ 第 ２ 項 第 ９ 号 又 は 同 令 附 則 第 ４ 条 第 ２ 項 第 ６ 号 」 と す 

    
る 。 

                               
５  当 分 の 間 、 保 険 料 の 賦 課 額 の う ち 退 職 被 保 険 者 等 に 係 る 基 礎 賦 

                               
課 額 は 、 世 帯 主 の 世 帯 に 属 す る 退 職 被 保 険 者 等 に つ き 算 定 し た 所 

                          
得 割 額 及 び 被 保 険 者 均 等 割 額 の 合 算 額 の 総 額 と す る 。 

                      
（ 基 礎 賦 課 額 に 係 る 所 得 割 額 の 算 定 の 特 例 ） 

                               
６  当 分 の 間 、 第 15 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 条 中 「 前 条 第 １ 

                               
項 」 と あ る の は 「 付 則 第 ４ 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 前 条 第 

                               
１ 項 」 と 、 「 被 保 険 者 」 と あ る の は 「 一 般 被 保 険 者 」 と 、 「 次 条 

                               
第 １ 項 第 １ 号 」 と あ る の は 「 付 則 第 ９ 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら 

                 
れ た 次 条 第 １ 項 第 １ 号 」 と す る 。 

                               
７  当 分 の 間 、 付 則 第 ５ 項 の 所 得 割 額 は 、 退 職 被 保 険 者 等 に 係 る 基 

                               
礎 控 除 後 の 総 所 得 金 額 等 に 、 付 則 第 ９ 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら 

                               
れ た 第 16 条 第 １ 項 第 １ 号 に 規 定 す る 所 得 割 の 保 険 料 率 を 乗 じ て 算 
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定 す る 。 

                          
（ 基 礎 賦 課 額 に 係 る 被 保 険 者 均 等 割 額 の 算 定 の 特 例 ） 

                               
８  当 分 の 間 、 付 則 第 ５ 項 の 被 保 険 者 均 等 割 額 は 、 次 項 の 規 定 に よ 

                               
り 読 み 替 え ら れ た 第 16 条 第 １ 項 第 ２ 号 の 規 定 に よ り 算 定 し た 額 と 

        
同 額 と す る 。 

                 
（ 基 礎 賦 課 額 の 保 険 料 率 の 特 例 ） 

                               
９  当 分 の 間 、 第 16 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 条 第 １ 項 第 １ 号 

                               
中 「 第 29 条 の ７ 第 ２ 項 第 ４ 号 た だ し 書 」 と あ る の は 「 附 則 第 ４ 条 

                               
第 １ 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 同 令 第 29 条 の ７ 第 ２ 項 第 ４ 号 

                               
た だ し 書 」 と 、 「 同 号 た だ し 書 」 と あ る の は 「 同 令 附 則 第 ４ 条 第 

                               
１ 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 同 令 第 29 条 の ７ 第 ２ 項 第 ４ 号 た 

                               
だ し 書 」 と 、 同 項 第 ２ 号 中 「 被 保 険 者 の 」 と あ る の は 「 一 般 被 保 

                               
険 者 の 」 と 、 同 条 第 ２ 項 中 「 前 項 」 と あ る の は 「 付 則 第 ９ 項 の 規 

                               
定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 前 項 」 と 、 同 条 第 ３ 項 中 「 第 １ 項 」 と あ 

                               
る の は 「 付 則 第 ９ 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 第 １ 項 」 と す る 

   
。 

                    
（ 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 賦 課 総 額 の 特 例 ） 

                               
10  当 分 の 間 、 第 16 条 の ２ の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 条 中 「 後 期 

                               
高 齢 者 支 援 金 等 賦 課 額 （ 」 と あ る の は 「 一 般 被 保 険 者 に 係 る 後 期 

                               
高 齢 者 支 援 金 等 賦 課 額 （ 」 と 、 「 第 １ 号 」 と あ る の は 「 付 則 第 10  

                               
項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 第 １ 号 」 と 、 「 第 ２ 号 」 と あ る の 

                               
は 「 同 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 第 ２ 号 」 と 、 同 条 第 １ 号 中 

                               
「 部 分 」 と あ る の は 「 部 分 で あ っ て 、 神 奈 川 県 が 行 う 国 民 健 康 保 

                               
険 の 一 般 被 保 険 者 に 係 る も の 」 と 、 「 次 号 」 と あ る の は 「 付 則 第 

                               
10 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 次 号 」 と 、 同 条 第 ２ 号 イ 中 「 第 
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72 条 の ３ 第 １ 項 、 法 第 72 条 の ３ の ２ 第 １ 項 及 び 法 第 72 条 の ３ の ３ 

                               
第 １ 項 」 と あ る の は 「 附 則 第 ９ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら 

                               
れ た 法 第 72 条 の ３ 第 １ 項 、 法 第 72 条 の ３ の ２ 第 １ 項 及 び 法 第 72 条 

              
の ３ の ３ 第 １ 項 」 と す る 。 

                   
（ 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 賦 課 額 の 特 例 ） 

                               
11  当 分 の 間 、 第 16 条 の ３ の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 条 第 １ 項 中 

                               
「 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 賦 課 額 」 と あ る の は 「 一 般 被 保 険 者 に 係 る 

                               
後 期 高 齢 者 支 援 金 等 賦 課 額 」 と 、 「 被 保 険 者 に 」 と あ る の は 「 一 

                               
般 被 保 険 者 に 」 と 、 同 条 第 ２ 項 中 「 前 項 」 及 び 「 同 項 」 と あ る の 

                               
は 「 付 則 第 11 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 前 項 又 は 付 則 第 12 項 

                               
」 と 、 「 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 賦 課 額 」 と あ る の は 「 後 期 高 齢 者 支 

                               
援 金 等 賦 課 額 （ 一 般 被 保 険 者 と 退 職 被 保 険 者 等 が 同 一 の 世 帯 に 属 

                               
す る 場 合 に は 、 付 則 第 11 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 前 項 の 後 

                               
期 高 齢 者 支 援 金 等 賦 課 額 と 付 則 第 12 項 の 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 賦 課 

                               
額 と の 合 算 額 と す る 。 付 則 第 11 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 次 

                               
項 に お い て 同 じ 。）」 と 、 同 条 第 ３ 項 中 「 第 １ 項 」 と あ る の は 「 

                               
付 則 第 11 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 第 １ 項 又 は 付 則 第 12 項 」 

                               
と 、 「 第 29 条 の ７ 第 ３ 項 第 ８ 号 」 と あ る の は 「 附 則 第 ４ 条 第 １ 項 

                               
の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 同 令 第 29 条 の ７ 第 ３ 項 第 ８ 号 又 は 同 

                   
令 附 則 第 ４ 条 第 ３ 項 第 ６ 号 」 と す る 。 

                               
12  当 分 の 間 、 保 険 料 の 賦 課 額 の う ち 退 職 被 保 険 者 等 に 係 る 後 期 高 

                               
齢 者 支 援 金 等 賦 課 額 は 、 世 帯 主 の 世 帯 に 属 す る 退 職 被 保 険 者 等 に 

                               
つ き 算 定 し た 所 得 割 額 及 び 被 保 険 者 均 等 割 額 の 合 算 額 の 総 額 と す 

    
る 。 

                             
（ 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 賦 課 額 に 係 る 所 得 割 額 の 算 定 の 特 例 ） 
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13  当 分 の 間 、 第 16 条 の ４ の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 条 中 「 前 条 

                               
第 １ 項 」 と あ る の は 「 付 則 第 11 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 前 

                               
条 第 １ 項 」 と 、 「 被 保 険 者 」 と あ る の は 「 一 般 被 保 険 者 」 と 、 「 

                               
第 16 条 の ６ 第 １ 項 第 １ 号 」 と あ る の は 「 付 則 第 16 項 の 規 定 に よ り 

                         
読 み 替 え ら れ た 第 16 条 の ６ 第 １ 項 第 １ 号 」 と す る 。 

                               
14  当 分 の 間 、 付 則 第 12 項 の 所 得 割 額 は 、 退 職 被 保 険 者 等 に 係 る 基 

                               
礎 控 除 後 の 総 所 得 金 額 等 に 、 付 則 第 16 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら 

                               
れ た 第 16 条 の ６ 第 １ 項 第 １ 号 に 規 定 す る 所 得 割 の 保 険 料 率 を 乗 じ 

        
て 算 定 す る 。 

                               
（ 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 賦 課 額 に 係 る 被 保 険 者 均 等 割 額 の 算 定 の 特 

    
 例 ） 

                               
15  当 分 の 間 、 付 則 第 12 項 の 被 保 険 者 均 等 割 額 は 、 次 項 の 規 定 に よ 

                               
り 読 み 替 え ら れ た 第 16 条 の ６ 第 １ 項 第 ２ 号 の 規 定 に よ り 算 定 し た 

          
額 と 同 額 と す る 。 

                        
（ 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 賦 課 額 の 保 険 料 率 の 特 例 ） 

                               
16  当 分 の 間 、 第 16 条 の ６ の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 条 第 １ 項 第 

                               
１ 号 中 「 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 賦 課 額 」 と あ る の は 「 一 般 被 保 険 者 

                               
に 係 る 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 賦 課 額 」 と 、 「 第 29 条 の ７ 第 ３ 項 第 ４ 

                               
号 た だ し 書 」 と あ る の は 「 附 則 第 ４ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 

                               
え ら れ た 同 令 第 29 条 の ７ 第 ３ 項 第 ４ 号 た だ し 書 」 と 、 「 同 号 た だ 

                               
し 書 」 と あ る の は 「 同 令 附 則 第 ４ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え 

                               
ら れ た 同 令 第 29 条 の ７ 第 ３ 項 第 ４ 号 た だ し 書 」 と 、 同 項 第 ２ 号 中 

                               
「 被 保 険 者 の 」 と あ る の は 「 一 般 被 保 険 者 の 」 と 、 同 条 第 ２ 項 中 

                               
「 前 項 」 と あ る の は 「 付 則 第 16 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 前 

                               
項 」 と 、 同 条 第 ３ 項 中 「 第 １ 項 」 と あ る の は 「 付 則 第 16 項 の 規 定 
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に よ り 読 み 替 え ら れ た 第 １ 項 」 と す る 。 

                          
（ 特 例 対 象 被 保 険 者 等 に 係 る 所 得 割 額 の 算 定 の 特 例 ） 

                               
17  当 分 の 間 、 世 帯 主 の 世 帯 に 属 す る 被 保 険 者 が 特 例 対 象 被 保 険 者 

                                
 等 で あ る 場 合 に お け る 付 則 第 ６ 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 さ 

                                   
 れ る 第 15 条 、 付 則 第 13 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 第 16  

                                
 条 の ４ 、 第 16 条 の ９ 、 付 則 第 ７ 項 及 び 付 則 第 14 項 の 規 定 の 適 用 に 

                                
 つ い て は 、 第 17 条 の ２ の 規 定 に か か わ ら ず 、 付 則 第 ６ 項 の 規 定 に 

                                
 よ り 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 第 15 条 中 「 規 定 す る 総 所 得 金 額 」 と あ 

                                
 る の は 「 規 定 す る 総 所 得 金 額 （ 特 例 対 象 被 保 険 者 等 の 総 所 得 金 額 

                                
 に 所 得 税 法 （ 昭 和 40 年 法 律 第 33 号 ） 第 28 条 第 １ 項 に 規 定 す る 給 与 

                                
 所 得 が 含 ま れ て い る 場 合 に お い て は 、 当 該 給 与 所 得 の 金 額 に つ い 

                                
 て は 、 同 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ っ て 計 算 し た 金 額 の 100 分 の 30 に 相 

                                
 当 す る 金 額 に よ る も の と す る 。）」 と 、 「 か ら 同 法 」 と あ る の は 

              
 「 か ら 地 方 税 法 」 と す る 。 

（ 子 ど も 世 帯 の 保 険 料 に 係 る 所 得 割 額 の 算 定 の 特 例 ） 

２ 
  当 分 の 間 、 被 保 険 者 が 当 該 年 度 の 保 険 料 の 賦 課 期 日 （ 賦 課 期 日 
18  

 後 に 保 険 料 の 納 付 義 務 が 発 生 し た 場 合 は そ の 発 生 し た 日 と す る 。     

 以 下 同 じ 。） 現 在 に お い て 世 帯 主 で あ っ て 、 か つ 、 控 除 対 象 者 （ 

 当 該 年 度 の 保 険 料 の 賦 課 期 日 現 在 に お い て 当 該 世 帯 主 と 同 一 の 世   

 帯 に 属 す る 当 該 年 度 の 前 年 度 の 12 月 31 日 現 在 に お い て 年 齢 19 歳 未 

 満 の 被 保 険 者 で 、 同 日 の 属 す る 年 の 合 計 所 得 金 額 （ 地 方 税 法 第 29  

 2 条 第 １ 項 第 13 号 に 規 定 す る 合 計 所 得 金 額 を い う 。 以 下 同 じ 。）

が 同 項 第 ９ 号 に 規 定 す る 金 額 以 下 で あ る も の を い う 。 以 下 同 じ 。   

 ） 又 は 控 除 対 象 出 生 者 （ 同 日 の 翌 日 か ら 当 該 年 度 の 保 険 料 の 賦 課 

 期 日 ま で の 間 に 出 生 し た 者 を い う 。 以 下 同 じ 。） を 有 す る も の で 
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 あ る 場 合 に お い て 、 当 該 世 帯 主 の 保 険 料 の 所 得 割 額 の 算 定 に 係 る 

                               
 基 礎 控 除 後 の 総 所 得 金 額 等 を 算 定 す る と き は 、 

付 則 第 ６ 項 及 び 前 

                             
                 第 15 条 、 
項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 さ れ る     付 則 第 13 項 の 規 定 

                 及 び 第 16 条 の ９      
第 16 条 の ４    

に よ り 読 み 替 え て 適 用 さ れ る      、 第 16 条 の ９ 、 付 則 第 ７ 

                           
（ 以 下 こ の 項 に お い て 「 こ れ ら の 規 定 」 と い 

項 並 び に 付 則 第 14 項 

う 。） に 規 定 す る 基 礎 控 除 後 の 総 所 得 金 額 等 に つ い て は 、 こ れ ら

の 規 定 に 規 定 す る 基 礎 控 除 後 の 総 所 得 金 額 等 か ら 当 該 年 度 の 前 年

度 の 12 月 31 日 現 在 に お い て 年 齢 16 歳 未 満 の 控 除 対 象 者 の 数 に 33 万

円 を 乗 じ て 得 た 額 、 同 日 現 在 に お い て 年 齢 16 歳 以 上 19 歳 未 満 の 控

除 対 象 者 の 数 に 12 万 円 を 乗 じ て 得 た 額 及 び 控 除 対 象 出 生 者 の 数 に

33 万 円 を 乗 じ て 得 た 額 の 合 計 額 （ 以 下 「 子 ど も 世 帯 控 除 額 」 と い

う 。） を 控 除 し た 額 を 、 こ れ ら の 規 定 に 規 定 す る 基 礎 控 除 後 の 総

所 得 金 額 等 と み な す 。 

３ 
  当 分 の 間 、 被 保 険 者 が 当 該 年 度 の 保 険 料 の 賦 課 期 日 現 在 に お い 
19  

 て 世 帯 主 で あ っ て 、 か つ 、 控 除 対 象 者 又 は 控 除 対 象 出 生 者 を 有 す   

 る も の で あ る 場 合 に お い て 、 当 該 世 帯 主 の 所 得 割 額 の 保 険 料 率 の 

                               
 算 定 に 係 る 基 礎 控 除 後 の 総 所 得 金 額 等 を 算 定 す る と き は 、 
                           付 則 第      

                                 
 第 16 条 第 １ 項 第 １ 号 、 

 ９ 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 さ れ る           付 

                      
     第 16 条 の ６ 第 １ 項 第 

 則 第 16 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 

 １ 号 及 び 第 17 条 第 １ 項 第 １ 号 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 こ れ ら の 規   

 定 」 と い う 。） に 規 定 す る 基 礎 控 除 後 の 総 所 得 金 額 等 に つ い て は 

 、 こ れ ら の 規 定 に 規 定 す る 基 礎 控 除 後 の 総 所 得 金 額 等 か ら 子 ど も 

 世 帯 控 除 額 を 控 除 し た 額 を 、 こ れ ら の 規 定 に 規 定 す る 基 礎 控 除 後 

 の 総 所 得 金 額 等 と み な す 。 

（ 延 滞 金 の 割 合 の 特 例 ） 
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４  
  （ 本 文 省 略 ） 
20  

                        
（                       後 期 高 齢 者 支 

  平 成 30 年 度 か ら 平 成 35 年 度 ま で の 各 年 度 に お け る 

 援 金 等 賦 課 総 額 等 の 特 例 ） 

５  当 分 の 間 、                   
                      第 12 条 の ２ 、 

21  平 成 30 年 度 か ら 平 成 35 年 度 ま で の 各 年 度 に お け る 

 第 13 条 及 び                          
 付 則 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 第 13 条 及 び 付 則 第 

                    
  第 16 条 の ２ の 規 定 の 適 用 

 10 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 

 に つ い て は 、 第 12 条 の ２ 第 １ 項 第 １ 号 中 「 第 29 条 の ７ 第 １ 項 第 １   

 号 」 と あ る の は 「 附 則 第 ５ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 

 同 令 第 29 条 の ７ 第 １ 項 第 １ 号 」 と 、 同 項 第 ２ 号 中 「 第 29 条 の ７ 第 

 １ 項 第 ２ 号 」 と あ る の は 「 附 則 第 ５ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 

 え ら れ た 同 令 第 29 条 の ７ 第 １ 項 第 ２ 号 」 と 、 同 項 第 ３ 号 中 「 第 29  

 条 の ７ 第 １ 項 第 ３ 号 」 と あ る の は 「 附 則 第 ５ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ 

                         第 13 条 第 １      
 り 読 み 替 え ら れ た 同 令 第 29 条 の ７ 第 １ 項 第 ３ 号 」 と 、 
                         付 則 第 ３ 項 

 号 イ                                
 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 第 13 条 各 号 列 記 以 外 の 部 分 中   

                                
 「 付 則 第 ３ 項 」 及 び 「 同 項 」 と あ る の は 「 付 則 第 21 項 の 規 定 に よ 

                               
 り 読 み 替 え ら れ た 、 付 則 第 ３ 項 」 と 、 同 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え 

                         附 則 第 ７ 条      
             中 「 第 69 条 」 と あ る の は 「 
 て 適 用 さ れ る 同 条 第 １ 号 イ             附 則 第 22 条 

 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 法 第 69 条 
                  」 と 、 「 及 び 介 護 納 付 金 」 
 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 法 第 69 条 

                   附 則 第 ７ 条 の 規 定 に よ り 
 と あ る の は 「 及 び 病 床 転 換 支 援 金 等 （ 法 
                   附 則 第 22 条 の 規 定 に よ り 

 読 み 替 え ら れ た 法 第 69 条 
            に 規 定 す る 病 床 転 換 支 援 金 等 を い う 。 以 
 読 み 替 え ら れ た 法 第 69 条 

                            附 則 
 下 同 じ 。） 並 び に 介 護 納 付 金 」 と 、 「 同 条 」 と あ る の は 「 法 
                            附 則 

 第 ７ 条 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 法 第 69 条           
                     」 と 、 
 第 22 条 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 法 第 69 条    同 項 の 規 定 に 

                               
 よ り 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 同 号 エ 中 「 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 及 び 」 

                                
 と あ る の は 「 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 及 び 病 床 転 換 支 援 金 等 並 び に 」 

                      
                    同 条 第 ２ 号 ア 中 「 後 
と 、 同 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 
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 期 高 齢 者 支 援 金 等 及 び 」 と あ る の は 「 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 及 び 病 

              第 16 条 の ２ 第 １ 号              
 床 転 換 支 援 金 等 並 び に 」 と 、 

同 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 さ 

                               
 れ る 同 号 イ 中 「 第 70 条 第 １ 項 」 と あ る の は 「 附 則 第 22 条 の 規 定 に 

                                   
 よ り 読 み 替 え ら れ た 法 第 70 条 第 １ 項 」 と 、 付 則 第 10 項 の 規 定 に よ 

                                
 り 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 第 16 条 の ２ 各 号 列 記 以 外 の 部 分 中 「 付 則 

                                
 第 10 項 」 と あ る の は 「 付 則 第 21 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 、 

                                
 付 則 第 10 項 」 と 、 同 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 同 条 第 

    
   中 「 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 」 と あ る の は 「 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 
 １ 号 

 及 び 病 床 転 換 支 援 金 等 」 と す る 。 

（ 傷 病 手 当 金 の 支 給 に 関 す る 規 定 の 失 効 ） 

６ 
  （ 本 文 省 略 ） 
22  
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